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令和３年度環境活動レポート

（対象期間：令和３年４月～令和４年３月）

株式会社　マル長



作成日  ：

改定日  ：

　　　　　株式会社　マル長

　　　　　 　代表取締役　長見　範孝

　１．重機車両等の燃料使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減を推進します。

　２．建設現場の廃棄物の分別を徹底するなど、建設リサイクルを推進します。

　３．建設現場等の排出水の適正な管理及び節水を推進します。

平成２９年　８月３０日

　４．建設現場等における環境に配慮した施工や作業を推進します。

Ⅰ　環境方針

環境理念

行動方針

     株式会社 マル長 は、津軽地方において、昭和５５年創業以来、建設業に係る事業活動を

　通して地域社会のために貢献してきました。

　　 当社は、この美しい津軽の自然環境を守り、ますます深刻化する環境問題への対応が

　重要課題であるとの認識に立ち、建設工事におけるあらゆる場面において、社員一丸

　となり積極的に環境保全に関する継続的改善を致します。

令和 ４ 年  ３月１０日

　５．環境関連法規及び条例等の遵守を行います。



　

１　　名称及び代表者名

株式会社　マル長　代表取締役　長見　範孝

２　　所在地

本社　　　

資材置き場　　

３　　環境管理責任者及び担当者連絡先

４　　事業活動の内容

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、管工事業、舗装工事業、水道施設、解体工事業

５　　事業の規模

６　対象範囲（認証・登録範囲）

株式会社マル長の全ての事業活動及び組織を対象範囲とします。

７　環境活動レポートの対象期間（発行日）

令和３年４月～令和４年３月（発行日：令和４年６月２０日）

Ⅱ組織の概要

〒０３６－８１１１　青森県弘前市大字門外三丁目８番地１

〒０３６－８１１１　青森県弘前市大字門外三丁目８番地１

環境管理責任者　　総務部　　　　　川端　玲子 　連絡先：０１７２－２７－１１５５

環境担当者　　　　　事務局　　　　　村上　 恵　　 連絡先：０１７２－２７－１１５５

工事等の件数　　　　　　　　

売上高　　　　　　　　　　        ２９４,２１５千円　（令和３年度決算）

従業員数                              １３名

事業所の延べ床面積　　　　　　１３４㎡

機材置き場の延べ床面積        ２９１．７８㎡

駐車場の延べ床面積              ４７０．０㎡



株式会社 マル長　組織図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年４月１日　現在

長見　美津子

環境事務局

代表者

代表取締役　長見　範孝

　　専務取締役　　

下請等の協力会社

２１担当者

エコアクション

社員

現場責任者

常務取締役

小野　孝子

環境管理責任者

川端　玲子

村上　恵総務部　川端　玲子

総務部門責任者 建設部門責任者

相澤　教一

事務所

建設現場等



表１、主な環境負荷等の実績

項目 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度

二酸化炭素排出量 ㎏－ＣＯ₂ 119,820 123,576 87,280

一般廃棄物排出量 ㎏ 673 95 155

産業廃棄物排出量(自社分） ｔ 411.72 2,881.62 606.28

総排水量（水資源投入量） ㎥ 86 87 88

環境に配慮した施工 件数 － 6 3

地域貢献活動 件数 4 4 4

（注）二酸化炭素排出量(電力）の算定に使用した排出係数は、0.528kg-CO2／ＫＷｈです。

二酸化炭素排出量については、建設現場の建設機械等によるものが主なもので、令和元年度、１１９，８２０
㎏－ＣＯ₂／年です。

Ⅲ　環境目標とその実績

当社は、主に土木工事業を中心とした総合建設業に係る事業活動を行っており、環境負荷は、表1の通りです。

１　主な環境負荷の実績

※期間４月～３月までの実績です。
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表２ 環境目標 (全体）

中長期の目標

単位 基準値

削減率（％） Ｒ１年度 1 1.5 2 2

　ｋｗｈ 3,759 3,721 3,703 3,684 3,684

削減率（％） Ｒ１年度 1 1.5 2 2

Ｌ 4,355 4,311 4,290 4,268 4,268

削減率（％） Ｒ１年度 1 維持 維持 維持

㎏ 13.3 13.2 － － －

削減率（％） Ｒ１年度 1 1.5 2 2

　Ｌ 8,105 8,024 7,983 7,943 7,943

削減率（％） Ｒ１年度 1 1.5 2 2

　Ｌ 33,580 33,244 33,076 32,908 32,908

削減率（％） Ｒ１年度 1 1.5 2 2

　㎏ＣＯ₂ 119,820 118,622 118,023 117,424 117,424

削減率（％） Ｒ２年度 1 維持 維持 維持

　㎏ 95 94.0 － － －

再資源化率 Ｒ１年度

（％） 99.3

削減率（％） Ｒ１年度 1 1.5 2 2

　㎥ 86 85 84.7 84.0 84

- Ｒ１年度

件数 －

増加率（％） Ｒ１年度 - - - -

件数 4 4 4 4 4

購入電力の排出係数は、平成30年度東北電力㈱の実排出係数 0.528 を使用しました。

環境に配慮した施工
の推進

・(行動目標）建設現場等においては、環境
に配慮した作業・施工を推進し、定期的に
確認します。

左に同じ

地域貢献
地域貢献活動の
推進

清掃活動等

自らが施工・販売・提供する製
品及びサービスに関する項目

総排水量 節水 節水

軽油の削減

二酸化炭素排出
量の削減

二酸化炭素排出量
の削減

一般廃棄物の削
減

ごみの削減

ＬＰＧの削減

ガソリンの削減

灯油の削減

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 令和２年度～令和４年度

二酸化炭素
排出量

省エネルギ―の
推進

電力の削減

２　環境目標の設定

当社では、事務所及び建設現場等における環境目標を設定し、環境負荷削減等に取組んでおります。表２は、全体の環境目標を掲載しました。

コア指標 環境方針 環境目標項目

削減率又は増
加率（％）

基準年度
年度毎目標値

（基準年度に対する削減(増加)率）

99.5 99.5 99.5 99.5

廃棄物排出
量 建設副産物の再

資源化の推進
建設リサイクル率の
向上



表３－１　　当該年度の環境目標の達成状況等(事務所＋建設現場)

電力使用量 ＫＷｈ

灯油使用量 Ｌ

ガソリン使用量 Ｌ

軽油使用量 Ｌ

件数 4 4 4

13.4

○

増加率が20％以上だっ
たので維持できなかっ

たと判断した。

95.0
×

ＬＰＧ使用量 ㎏ 13.3 － 維持

実績についての評価を報告します。

7,983.0 5,874.2 ○

維持

33,076.0

（令和2年※）

㎏－ＣＯ₂ 119,820.0

実績値

3,703.0

環境目標の達成
状況

３．建設リサイクル率 ％

25,576.3

２．一般廃棄物排出量 kg

目標値削減(増加)率(％）

１．二酸化炭素排出量

84.7 88.0

4,290.0

※期間４月～３月

４．総排水量（水資源投入量） ㎥ ×

155.0－

増加率が20％以下
だったので維持でき

たと判断した。

項目 単位
基準値

環境に配慮した施
工に関する項目

1.5％削減

件数
環境に配慮した施工・工法を推進す
る。

（令和１年※）

86.0

－

－ 99.5

－－

７．地域貢献活動

－

99.3

33,580.0

○

1.5％削減

○

99.8

1.5％削減

〇

  当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。

1,755.04,355.0

６．自らが施工・販売・
提供する製品及びサー
ビス

３　環境目標の実績

3,759.0

今回は、エコアクション２１を開始した令和３年４月から令和４年３月までの

8,105.0

○

令和３年度※

×

1.5％削減 118,023.0 87,280.8

1.5％削減

3,993.0

○

1.5％削減
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①事務室等の昼休み残業時不必要な時は消灯している

③パソコン、コピー機等は、省電力設定している

④空調機器の適温化（冷房28℃）を徹底している

①エコドライブ等運転方法の配慮（急発進・急加速や空ぶかしの
排除、駐停車中のエンジン停止等）を励行している

②重機車両・通勤車両の日常点検

③乗り合わせの励行及び社内温度の自然調節

①暖房温度（暖房20度程度）の設定管理を徹底している

③暖房を必要な区域・時間に限定して使用する

④ブラインやカーテンを利用し熱の出入りを調整している

①自分で出したごみの持ち帰りを実施する ○ ペットボトル等、自分で出した
ゴミの持ち帰りを徹底した。

①施工管理の出来形管理計画時に、設計基準に上乗せした自主
基準を設けて、生コンやアスファルトの廃棄物を抑制している

②建設資材発注時に使用数量をチェックし、残余建設資材の廃棄
を抑制している

③裏紙を使用し、ごみの発生を抑制する

③古紙は回収業者へ引取りを依頼している

①廃棄物管理票〈マニフェスト〉をもとに廃棄物の適正な処理を
行っている。
②廃棄物の最終処分先を定期的に、直接確認している

①手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行している

②水道配管からの漏水がないか定期的に点検・確認している

④建設機械を洗車する場合は、泥等を落としてから行っている

①作業方法を見直し、水質汚濁の少ない方法にしている

③排水は、調整池を軽油し、上澄み水を排水している

④排水等を定期点検を行い、適正に管理している
①土砂が飛散しないよう風向きを考慮する等現場に配慮して施工
を行っている

③土砂の飛散防止に努めている

①排出者等に対して情報提供や啓発活動を行っている

②事務所周辺の景観や生物多様性保全にとりくんでいる

③地域のボランティア活動等に参加し、協力や支援を行っている

○：評価出来る、△：まずまず評価できる、×：評価できない

廃棄物の発生抑制

一般廃棄物の削減

△

裏紙利用等を積極的に行った
が、事務所内の片付け等で環
境目標は達成できなかった。
次年度は引き続きごみの分別
徹底を行い、目標達成を目指
す。

廃
棄
物
排
出
量
削
減

総
排
水
量
削
減

産業廃棄物等の適
正処理

リサイクルの促進

○

節水

今後も取組を継続していく。環境に配慮した施工の推進 ○
②ダンプのタイヤの泥除去のため場内の道路は砕石（鉄板）を敷
設している

日頃の節水を心掛けていた
が、環境目標を達成できな
かった。　次年度は節水等を
今以上に心掛け取り組んでい
きたい。

今後も作業方法を工夫し取り
組んでいく。

○

冬期は灯油の使用量が増える
時期なので、次年度も温度管
理、ウォームビズを徹底し削減
目指す。

②紙、金属缶、ガラス瓶、プラスチック、電池等について、分別回
収ボックスの適正配置等により、ごみの分別を徹底している

②有害物質や有機汚濁物質（生ごみ等）ができる混入しないように
している

取組内容

③建設機械等を洗車する場合は、調整池や排水路の水等を利用
している

実施状
況の評

価

○

△

④詰め替え可能な製品の利用や備品等の修理により、製品等の
長期使用を進めている

冷暖房設備の温度管理の徹
底、クールビズは定着していた
が、事務所においては環境目
標を達成できなかった。次年
度は節電等の取組みを強化
し、目標達成を目指す。

△

○

全従業員にエコに対する知識
が定着してきている。今後も継
続して取り組む。

ごみの分別については徹底さ
れていた。今後も継続して取り
組む。

③発生する廃棄物混合廃棄物を分解等して分別し、リュース、リサ
イクルしている

次年度も廃棄物処理法を遵守
し取り組んでいく。

○

地域の水路泥上げ等、ボラン
ティア活動を積極的に行って
いる。今後も引き続き積極的
に参加する。

環境方針 環境目標項目

①建設現場で発生する廃棄物を混合廃棄物としないよう徹底して
いる

・環境コミュニケーション
・社会貢献
・その他

排水処理

取組み結果・次年度の取組内容

○

Ⅳ．環境活動計画、取組結果とその評価、次年度の取組内容

②冬季における重ね着等服装の工夫（ウォームビズ）をして暖房
の使用を控える

②ロッカー等や倉庫、休憩所、使用頻度が低いトイレ等の照明は、
使用時のみ点灯している

⑤照明器具については、定期的な清掃、交換を行う事、適正に管
理している

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

灯油・ＬＰＧ等の二酸
化炭素の削減

表４　　主な環境活動計画の内容

環境活動計画については、単年度の環境目標に対応した具体的な取組の内容（達成手段）を表4の通り作成した。
なお、それぞれの計画の責任者と担当者及びスケジュールを定め確実な実行に努めております。

電力の二酸化炭素
の削減

建設機械等の燃料
の二酸化炭素削減



令和３年６月６日　門外地区前田堰泥上げ状況

　　　　　　　　　　　　　　  令和３年４月１日 　　　　　　    　令和４年３月１５日
エコアクション２１管理者会議 　　　　建設機械の油漏れによる訓練状況

　　　　　　　　　　　不要な照明は細目に消す 　　　　　　　　　名刺は再生紙使用

３　環境活動の状況



これも全社員で目標達成に向けて取り組めた結果だと思われます。

引き続き、全社員で環境活動に対し高い目標をもって行動できるよう指導を行っていきたい。

確認したところ違反はありませんでした。住民等からの苦情もありませんでした。

目標を大幅に達成する事ができました。もちろん工事の受注量等が大きな要因ではありますが、

Ⅵ　代表者による全体評価と見直しの結果

Ⅴ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに
違反、訴訟等の有無

環境関連法規等について一覧表に取りまとめ、建設リサイクル法等の遵守状況を

また,過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、苦情、訴訟について、問題ありません。

　全ての目標達成には至りませんでしたが、軽油使用量、二酸化炭素排出量については


